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（１）

２
０
２
３
年
第
44
回
西
京
母

親
大
会
は
９
月
３
日
（
日
）
西

京
区
役
所
で
５
２
人
の
参
加
で

開
催
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
で
、
水
尻
曄
子
さ
ん

（
桂
川
）
の
遺
さ
れ
た
広
島
の

原
爆
を
猫
の
目
を
通
し
て
描
い

た
最
新
の
絵
本
が
読
ま
れ
、
動

物
ま
で
が
巻
き
込
ま
れ
た
戦
争

の
残
酷
さ
が
描
か
れ
て
い
て
、

人
一
番
平
和
の
思
い
の
強
か
っ

た
水
尻
さ
ん
を
は
か
ら
ず
も
偲

ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

「
核
戦
争
か
ら
子
供
を
守
ろ

う
」
と
先
生
と
お
母
さ
ん
の
呼

び
か
け
で
生
ま
れ
た
日
本
母
親

大
会
。
子
供
を
産
み
育
て
る
若

い
お
母
さ
ん
の
姿
が
見

当
た
ら
な
い
の
が
あ
ま

り
に
も
寂
し
い
。
年
寄

が
来
て
い
る
か
ら
お
母

さ
ん
達
が
来
な
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
し

ま
う
。
こ
の
大
会
を
続

け
る
こ
と
で
、
将
来
は

若
い
お
母
さ
ん
た
ち
が

受
け
継
い
で
い
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
願
わ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。

が
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
で

「
声
を
上
げ
る
高
校
生

た
ち
～
核
兵
器
禁
止
条

約
に
署
名
・
批
准
を
～
」

を
視
て
高
校
生
の
姿
に

大
き
な
感
動
と
勇
気
を

も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
交
流
と

大
会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
て
閉

会
。
資
金
作
り
の
物
資
カ
ン
パ

等
も
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
節
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
他
の
団
体
か
ら
参
加
さ
れ

て
い
る
方
も
合
せ
て
、
年
金
組

合
員
の
方
の
参
加
は
１
５
名
程

で
し
た
。
（
大
橋
照
代
）

水
尻
さ
ん
を
偲
ぶ
こ
と
が
出
来
た
西
京
母
親
大
会

８
月
24
日
、
岸
田
政
権
と
東
電
は
東
京
電
力
福
島
第
１
原

発
の
汚
染
水
の
海
洋
放
出
を
始
め
ま
し
た
。
「
関
係
者
の

理
解
な
し
に
は
、
い
か
な
る
処
分
も
行
わ
な
い
」
と
し
た

８
年
前
の
約
束
を
完
全
に
反
故
で
す
▼
海
洋
放
出
は
、
漁

業
の
み
な
ら
ず
加
工
・
輸
送
・
卸
業
・
観
光
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
影

響
が
出
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、
風
評
被
害
等
福
島
の
復
興
に
重

大
な
障
害
で
す
▼
核
燃
料
が
溶
け
落
ち
た
デ
ブ
リ
に
接
触
し
た
汚

染
水
は
、
ア
ル
プ
ス
で
処
理
し
て
も
放
射
性
物
質
の
ト
リ
チ
ウ
ム

は
除
去
で
き
ず
「
規
制
基
準
以
下
」
と
は
い
え
、
セ
シ
ウ
ム
、
ス

ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
等
の
放
射
性
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

海
水
で
薄
め
る
と
は
言
え
、
海
洋
投
棄
す
る
の
は
国
際
的
な
問
題

で
す
。
日
本
の
汚
染
水
放
出
に
対
し
て
、
隣
国
中
国
は
、
日
本
か

ら
の
海
産
物
を
全
面
輸
入
禁
止
し
ま
し
た
▼
地
下
水
の
原
子
炉
へ

の
流
入
防
止
策
、
海
洋
放
出
を
し
な
い
方
法
（
大
型
タ
ン
ク
貯
留
、

モ
ル
タ
ル
固
化
処
分
等
）
の
検
討
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
冷
却
対

象
で
あ
る
推
定
８
８
０
ト
ン
と
言
わ
れ
る
デ
ブ
リ
の
取
り
出
し
は

全
く
進
ん
で
い
ま
せ
ん
▼
改
め
て
原
子
力
発
電
Ｎ
Ｏ
！

再
稼
動
・

老
朽
原
発
使
用
延
長
反
対
！
（
市
村
恒
人
）

窓

絵手 紙 阿部 泉
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８
月
の
誕
生
会
は
８
月
２
８
日
、
ほ
っ

こ
り
サ
ロ
ン
で
開
催
。
対
象
者

19
名

中
、
上
野
清
恵
さ
ん
・
中
川
三
良
さ
ん
・

小
寺
薫
さ
ん
。
山
田
房
子
さ
ん
・
大
橋

和
子
さ
ん
・
利
根
川
猛
さ
ん
・
武
山
ゑ

み
子
さ
ん
・
山
崎
治
男
さ
ん
と
私
、
大

野
研
而
の
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

出
席
者
の
自
己
紹
介
は
つ
い
つ
い
長

く
な
り
、
現
役
時
代
に
労

働
組
合
や
青
年
運
動
で
頑

張
っ
た
話
、
現
在
も
政
党

や
新
婦
人
の
活
動
で
頑
張
っ

て
い
る
話
、
等
々
。

中
で
も
最
高
齢
の
上
野

さ
ん
、
大
阪
で
の
貧
し
か
っ

た
暮
ら
し
、
怖
か
っ
た
空

襲
、
戦
後
の
辛
か
っ
た
思

い
出
な
ど
を
鮮
明
に
話
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
事
と
し
て

年
金
者
組
合
の
色
々
な
集

ま
り
に
参
加
し
て
い
き
た

い
。
一
日
で
も
早
い
政
治

革
新
の
日
を
見
届
け
て
行

き
た
い
。
な
ど
の
思
い
を

出
し
合
い
ま
し
た
。

準
備

し
て

下

さ
っ

た

「
女
性
の
会
」
の
皆
さ
ん
に
も
自
己
紹

介
し
て
も
ら
っ
て
、
楽
し
い
ク
イ
ズ
や

歌
を
う
た
っ
て
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。

（
大
野
研
而
）

二
日
前
に
七
十
七
歳
と
な
り
「
歳
を

取
っ
た
な
ぁ
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

誕
生
会
で
皆
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
、
交

流
す
る
中
で
、
私
よ
り
年
配
の
方
々
の

頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
様
子
に
多
い
に
励

ま
さ
れ
、
元
気
を
貰
い
ま
し
た
。

特
に
、
九
十
を
超
え
て
お
ら
れ
る
上

野
さ
ん
が
鮮
明
に
語
ら
れ
た
戦
争
体
験

は
、
そ
ん
な
事
も
あ
っ
た
の
か
と
驚
く

程
の
生
々
し
い
内
容
で
、
「
戦
争
は
絶

対
だ
め
」
の
彼
女
の
思
い
を
、
今
こ
の

時
に
こ
そ
、
し
っ
か
り
受
け
止
め
ね
ば

と
思
い
ま
し
た
。

当
初
、
誕
生
会
の
日
に
は

別
の
予
定
も
あ
り
、
途
中
ま

で
の
参
加
と
し
て
い
ま
し
た

が
「
め
っ
た
に
な
い
事
だ
か

ら
行
っ
た
ら
い
い
よ
。
こ
っ

ち
の
事
は
大
丈
夫
」
と
言
っ

て
貰
い
、
最
後
ま
で
参
加
す

る
こ
と
が
叶
い
ま
し
た
。
思

い
が
け
な
く
懐
か
し
い
方
に

も
お
会
い
出
来
、
皆
さ
ん
と

和
や
か
に
交
流
し
て
、
い
い

時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

お
世
話
し
て
頂
い
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
松
陽
学
区
・
利
根
川
猛
）

（２）

９月のお誕生日会

日時：９月２５日（月）１３：３０～１５：３０

場所：ほっこりサロン

山陰街道三ノ宮・ハイツ三宮１階

交通：市バス 西２・西５・西６

・西８ 三宮街道下車

１０月のお誕生日会

日時：１０月２３日（月）１３：３０～１５：３０

場所：ほっこりサロン

主催：年金者組合西京支部

池
島
三
千
江
さ

ん

（

桂
坂

）

尾
池

惺
さ

ん

（

上
里

）

川
村
雅
美
さ

ん

（

境
谷

）

黒
住
ひ
か
る
さ

ん

（

新
林

）

坂
下
三
良
さ

ん

（

竹
里

）

武

泰
子
さ

ん

（

松
尾

）

永
山

泉
さ

ん

（

松
尾

）

林
田
広
子
さ

ん

（

嵐
東

）

松
崎
満
里
子
さ

ん

（

境
谷

）

十
月
生
ま
れ
・
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

戦
後
の
辛
か
っ
た
思
い
出
を
語
る

八
月
の
誕
生
会

宝ヶ池散策 の「ご案内」

日時：１０月２５日（水曜日）

集合：１０：００ 阪急桂改札前

雨天中止

お弁当・お茶は各自持参

四条烏丸で地下鉄に乗り換え、国際会館で

下車し、宝ヶ池を周遊、散策します。ゆっくり

歩いて４０分程の行程です。

途中ベンチも沢山あります。洛北の秋を堪能

しましょう。男性のの参加も歓迎！

詳しくは１０月号でお知らせ。

主催：西京支部女性の会

誕
生
会
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

訂
正
と
お
詫
び

８
月
号
一
ペ
ー
ジ
の
「
歌
声
喫
茶
」
の
写
真
は
、

右
の
写
真
が
正
し
い
の
で
す
。
古
い
写
真
を
使
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。



西
京
支
部
は
、
新
年
度
、
５
月

に
入
っ
て
、
9
名
の
新
し
い
仲
間

を
迎
え
入
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

前
年
度
末
で
の
退
会
者
、
今
年
度

の
転
居
者
、
死
亡
者
も
あ
り
、
組

合
員
総
数
は
昨
年
よ
り
2
名
増
の

１
７
４
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
会
で
確
認
し
た
当
面
１
８
０

名
を
早
期
に
達
成
す
る
よ
う
組
合

員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
仲
間
増
や
し
の

呼
び
か
け
に
あ
た
っ
て
は
、
「
お

助
け
し
隊
」
の
活
動
や
、
安
価
で

給
付
が
手
厚
い
年
金
者
共
済
（
自

転
車
共
済
、
医
療
・
生
命
共
済
、

火
災
共
済
な
ど
）
、
楽
し
い
各
種

サ
ー
ク
ル
な
ど
も
是
非
お
す
す
め

く
だ
さ
い
。
友
人
や
お
知
り
合
い

を
ご
紹
介
い
た
だ
く
の
も
大
い
に

歓
迎
し
ま
す
。
（
事
務
局
）

敬
老
乗
車
証
の
負
担
金
3
倍
化

の
中
止
を
求
め
る
署
名
が
、
9
月

4
日
市
議
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
提
出
さ
れ
た
の
は
３
０
８
７

筆
で
、
累
計
７
１
２
８
６
筆
と
な

り
ま
し
た
。
西
京
支
部
か
ら
今
回

提
出
し
た
署
名
は
99
筆
で
し
た
。

署
名
提
出
に
は
、
藤
原
支
部
長

も
参
加
。
署
名
提
出
の
際
の
や
り

と
り
で
は
、
「
ど
う
な
っ
た
ら
、

元
の
制
度
に
戻
る
の
か
」
「
収
支

が
改
善
し
た
ら
戻
る
の
か
」
と
い

う
参
加
者
か
ら
の
切
実

な
問
い
か
け
に
、
担
当

局
長
か
ら
「
収
支
改
善

し
た
か
ら
と
言
っ
て
元

に
戻
す
も
の
で
は
な
い
」

と
い
う
「
暴
論
」
と
も

い
う
べ
き
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。
一
同
、
驚
き
と

怒
り
を
覚
え
ま
し
た
。
参

加
者
は
「
闘
い
は
こ
れ
か

ら
。
市
長
選
勝
利
で
敬
老

乗
車
証
制
度
を
充
実
さ
せ

よ
う
」
と
意
思
統
一
し
ま

し
た
。
（
事
務
局
）

２０２３年 ９月１８日 年輪西京 第２３３号 JAPAN PENSIONERS'UNION（３）

京都高齢者大会開催のお知らせ
日時：１０月１４日（土）１０時～１５時

場所：ラポール京都（阪急西院下車・四条御前通り）

午前は：５つの分科会

「人生100年の介護を考える」

「戦争国家に未来なし」など

午後は：全体集会

記念講演：「マスメディアの現状と課題」

日比野敏陽元新聞労連委員長

参加費無料；参加希望者は支部役員まで。

10
月
・
11
月
は
「
仲
間
増
や
し
」
月
間
で
す

２０２３傘寿を祝う会 のお知らせ
日時：１０月８日（日曜日）

場所：樫原公会堂（西京区樫原下ノ町・駐車場有）

阪急桂西口発市バス西①②⑤⑥⑧
樫原塚ノ本町下車北へ１５０米

阪急桂東口発市バス33
樫原公会堂前下車

会費：昼食代として５００円（一部支部負担）

参加申し込みはお近くの役員まで

プログラム

１０：００ 開 場
１０：３０ ～１２：００

オープニング（花笠音頭）
開会あいさつ（藤原支部長）：
来賓のあいさつ
傘寿の御祝い
傘寿の方の紹介
表彰状・記念品・花束贈呈
記念講話 「知っておきたい難聴と補聴器のこと」
講師：好川賢一さん

１２：００～１２：４０

昼食 休憩

記念集合写真撮影

１２:４０～１５：００

傘寿の方のお話し（自己紹介と思い出談）
お祝いの言葉（会場から）
民謡の会『華』の演奏

ライブ―佐野祐子さん―

全員合唱 かけがえのない人生を

閉会あいさつ（山﨑実行委委員長）

敬
老
乗
車
証
の
負
担
金
3
倍
化
の

中
止
を
求
め
る
署
名
を
提
出
！

絵 手紙 原 口 薫絵 手紙 山 本 公子
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何度も書いて来ました
人生において誰と出会うか 誰とともに生きていくのかっ

て、すごく大切なことだと。

また同じような意味で、何を読むか？何を見るのか？

（映画・芝居、芸術や風景）が大切なことだとの思いを

僕は消せません

「必然は多くの偶然をともない現象する」って、マル

クスでは？

その言葉を演繹していけば、

誰かにどこかで会うことって必然的？との思いにも時

として駆られます。

「誰とともに生きていくのか」って別に結婚などのこ

とを指しているわけではありません

死んでしまい、もういない人とだって友だちになれる

と言った高橋源一郎の言葉を援用して言えば、「マルク

スとともに生きる」と言うことだっ

て可能ですし、○○党の亡き誰々

とともに生きるという言い方も出

来ます。

かけがいのない友人とともに生

きていくという意志もそのカテゴ

リーです。

要は自分のアイデンティティー

のあり方を選択し形成して誰かと
伴走する生き方の大切さを指摘し
た言葉として使いました。

「知らず知らずのうちに 君

を好きになって
知らず知らずのうちに 夢を見ていた

知らず知らずのうちに 君の名前おぼえて
知らず知らずのうちに 街を歩いていた」

（「知らず知らずのうちに」冒頭4連 詞・曲・歌：宇
崎竜童）

朝一番に、ええ、5時半頃の話
コーマン・ホーキンスの「BODY AND SOUL」をステレ

オのターンテーブル乗せました。
「Body And Soul」､｢パリの空の下で｣、「マイ・ブルー・

ヘヴン」が好き！

何人かが「泣いた」「涙が出た」と、僕が書くことを
「文学表現上の例えでしょう？」と言いました。
いいえ、実際泣いています、涙を流しているんです。

表現上の修辞法なんかではありません。

もちろん、音楽は聴くもの。

僕も間違いなく聴いていますが、もう少し突っ込んだ言
い方をすれば音とミュージシャンと「対話」しているん

です。

今朝、コーマン・ホーキンスのテナーサックスが心の
芯をガンガンと射って来ました。

ホーキンスのサックスの音色が僕に激しくコールして来
て、まるで世界中を浮遊させて、過去の失敗の悔恨、未

来の希望などが交錯して展開される場所に追いやられま
した。

涙が滲んできましたネ。

でも、

涙が出るのは悲しいからではありません。
言葉には言い表せない感動が心に押し寄せて来てそれへ

の「レスポンス」として泣けるんです。

ええ、僕のコールマン・ホーキンスへの無言の返礼。
それは文字にはされないぼくだけの黙示録。

10回にも及んだ精神科病院へ入退院。

3回の精神疾患による「職場離脱」

（社会的離脱です）。

僕に対して夥（おびただ）しく浴び

せられた差別と偏見の言葉。

まるで僕が人間ではないかのように

注がれた蔑みのような視線。

耐え切れないような軋轢を逃げるこ

となく、その重圧を受け止めてジャズ

を聴いて来ました。演奏者と限りない

「対話」を重ねて生きて来ました

ジャズが僕を最期の一線からの「転落」（堕落する、

ドロップアウトする）から何とか支えてくれました。

来し方を振り返り見れば

間違いなく読んだ本、見つめた風景（僕の写真）、「対

話」したジャズ、見てきた映画や芝居、共に生きた友が

僕に微笑みかけていたのがわかります

あぁ 僕って幸せだった？さて、また新たな旅立ち・・・・・・

（朝8時1分脱稿.レイ・チャールズ

「Don‘t You Know」他聴きながら）

「路地裏にて」（加筆修正） 細田一憲



２
０
１
５
年
９
月
１
９
日
に
参

議
院
本
会
議
で
安
保
法
制
（
戦
争

法
）
が
強
行
採
決
さ
れ
て
８
年
が

経
過
し
ま
し
た
。

第
８
回
（
７
月
号
）
で
、
岸
田

政
権
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
争
で
あ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
と
、
北
朝
鮮

の
度
重
な
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
や
、

中
国
の
海
洋
進
出
や
台
湾
問
題
を

利
用
し
て
、
危
機
感
を
あ
お
り
、

大
軍
拡
を
す
す
め
て
い
る
一
方
で
、

安
保
法
制
の
時
の
よ
う
に
反
対
運

動
が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

日
本
は
陸
地
で
他
の
国
と
国
境

を
接
し
て
お
ら
ず
、
海
に
囲
ま
れ

て
お
り
、
世
界
と
世
界
各
国
、
国

際
情
勢
、
外
交
に
つ
い
て
の
認
識

が
弱
い
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
私

た
ち
の
学
生
時
代
か
ら
は
歴
史
学

が
長
足
の
発
展
を
と
げ
、
様
々
の

過
去
の
歴
史
事
実
に
つ
い
て
の
認

識
が
変
わ
り
、
新
た
な
歴
史
事
実

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も

多
い
こ
と
、
２
世
・
３
世
・
４
世

ま
で
の
世
襲
議
員
が
増
え
、
政
治

家
の
堕
落
も
目
に
余
る
よ
う
に
な

り
、
保
守
政
党
の
歴
史
認
識
が
大

い
に
問
題
で
す
が
、
一
方
で
、
大

軍
拡
に
反
対
す
る
側
も
、
過
去
の

戦
争
被
害
と
憲
法
９
条
の
存
在
の

と
こ
ろ
で
留
ま
っ
て
し
ま
う
と
、

大
軍
拡
に
反
対
し
、
平
和
と
民
主

主
義
を
守
り
、
発
展
さ
せ
る
運
動

を
広
げ
て
い
け
な
い
こ
と
、
私
た

ち
の
歴
史
認
識
も
も
っ
と
深
め
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を

述
べ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
１
６
０
０
年
の
関
ケ

原
の
戦
い
、
１
６
３
７
年
の
島
原

の
乱
を
最
後
に
、
幕
末
の
戦
乱
ま

で
ほ
ぼ
２
５
０
年
の
平
和
が
続
い

た
江
戸
時
代
を
み
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
２
５
０
年
の
平
和
を
築

い
た
江
戸
時
代
が
鎖
国
で
閉
ざ
さ

れ
た
社
会
で
士
農
工
商
の
身
分
差

別
が
厳
し
く
、
農
民
は
重
い
年
貢

に
喘
ぎ
、
一
揆
が
頻
発
し
て
い
た

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
、
明
治
維
新

で
政
権
を
握
っ
た
薩
長
勢
力
が
、

自
ら
の
正
当
性
を
主
張
す
る
た
め

に
作
ら
れ
た
こ
と
を
み
て
き
ま
し

た
。明

治
維
新
で
徳
川
政
権
を
倒
し
、

絶
対
主
義
的
天
皇
制
に
よ
る
中
央

集
権
が
す
す
め
ら
れ
、
富
国
強
兵

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

１
８
７
５
年
に
朝
鮮
半
島
の
西

岸
・
漢
口
の
河
口
で
日
本
海
軍
が

砲
撃
す
る
江
華
島
事
件
を
起
こ
し
、

翌
７
６
年
に
日
朝
修
好
条
規
で
治

外
法
権
、
無
関
税
の
不
平
等
条
約

を
強
要
し
て
朝
鮮
に
進
出
し
、
９

４
年
に
朝
鮮
王
宮
を
占
領
し
、
清

国
軍
の
国
外
へ
の
追
放
を
朝
鮮
王

に
強
要
し
、
清
国
の
属
国
か
ら
朝

鮮
の
独
立
の
た
め
に
戦
う
と
い
う

名
目
を
捏
造
し
、
１
８
９
４
年
か

ら
９
５
年
に
日
清
戦
争
を
起
こ
し
、

清
国
に
巨
額
の
賠
償
と
台
湾
、
遼

東
半
島
の
割
譲
を
強
い
、
中
国
大

陸
に
進
出
し
て
い
き
ま
す
。

９
５
年
に
は
、
朝
鮮
王
宮
で
朝

鮮
国
王
の
妃
を
殺
害
、
朝
鮮
国
王

は
大
韓
帝
国
皇
帝
に
即
位
し
、
１

９
０
４
年
に
大
韓
帝
国
に
第
一
次

日
韓
協
約
を
強
要
し
、
大
韓
帝
国

を
日
本
の
支
配
下
に
置
く
こ
と
を

妨
害
す
る
ロ
シ
ア
と
１
９
０
４
年

か
ら
０
５
年
に
日
露
戦
争
を
起
こ

し
、
保
護
国
化
を
承
認
さ
せ
、
０

５
年
に
第
二
次
日
韓
協
約
を
強
要

し
、
外
交
権
を
奪
い
、
内
政
へ
の

支
配
を
強
め
ま
し
た
。
１
０
年
に

併
合
条
約
を
結
び
韓
国
を
併
合
し

ま
し
た
。
そ
し
て
朝
鮮
総
督
府
を

置
き
、
軍
事
力
を
背
景
に
武
断
政

治
を
行
っ
て
い
き
、
４
５
年
の
日

本
の
敗
戦
に
よ
る
解
放
ま
で
続
き

ま
し
た
。

解
放
後
、
米
ソ
の
冷
戦
の
中
で

米
ソ
の
対
立
で
、
米
国
は
信
託
統

治
の
合
意
を
反
故
に
し
、
国
連
は

全
朝
鮮
で
の
総
選
挙
実
施
を
決
定
。

ソ
連
と
北
側
が
拒
否
。
南
朝
鮮
単

独
選
挙
の
４
８
年
５
月
の
実
施
が

決
定
さ
れ
、
８
月
に
大
韓
民
国
が
、

９
月
に
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和

国
が
建
国
さ
れ
、
分
断
国
家
と
な

り
ま
す
。

６
１
年
に
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
で

政
権
に
つ
い
た
朴
正
熙
（
パ
ク
・

チ
ョ
ン
ヒ
）
は
北
に
対
峙
し
貧
困

を
解
消
の
た
め
に
経
済
開
発
を
優

先
。
６
５
年
６
月
、
日
韓
基
本
条

約
が
締
結
さ
れ
、
植
民
地
支
配
に

つ
い
て
、
韓
国
併
合
条
約
以
前
の

条
約
お
よ
び
協
定
は
無
効
と
す
る

の
み
で
、
無
償
３
億
ド
ル
・
有
償

２
億
ド
ル
の
資
金
供
与
で
妥
結
し
、

そ
の
名
目
も
財
産
権
及
び
請
求
権

に
関
す
る
問
題
の
解
決
並
び
に
経

済
協
力
に
関
す
る
協
定
（
請
求
権

協
定
）
で
、
請
求
権
の
問
題
は
完

全
か
つ
最
終
的
に
解
決
さ
れ
た
と

し
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
慰
安
婦

問
題
や
徴
用
工
問
題
の
補
償
を
め

ぐ
っ
て
日
韓
双
方
で
問
題
が
継
続

し
て
い
ま
す
。

１
８
年
に
ロ
シ
ア
革
命
に
干
渉

す
る
シ
ベ
リ
ア
出
兵
し
、
大
陸
へ

の
影
響
力
を
強
め
よ
う
と
し
ま
す
。

１
２
年
、
辛
亥
革
命
で
成
立
し

た
中
華
民
国
に
対
し
て
も
、
侵
略

を
す
す
め
、
３
１
年
に
柳
条
湖
事

件
で
満
州
事
変
を
起
こ
し
、
３
２

年
の
上
海
事
変
、
「
満
州
国
」
の

樹
立
、
３
３
年
の
国
際
連
盟
脱
退
、

３
７
年
、
盧
溝
橋
事
件
に
よ
る
日

中
戦
争
、
４
０
年
の
日
独
伊
三
国

軍
事
同
盟
の
成
立
、
そ
し
て
４
１

年
の
真
珠
湾
攻
撃
に
よ
る
日
米
開

戦
、
太
平
洋
戦
争
に
す
す
ん
で
い
っ

た
、
明
治
維
新
か
ら
の
侵
略
戦
争

の
７
７
年
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

侵
略
戦
争
の
結
果
が
沖
縄
戦
や
空

襲
、
原
爆
に
よ
る
惨
禍
の
原
因
で

し
た惨

禍
の
被
害
だ
け
か
ら
平
和
を

願
う
だ
け
で
は
、
平
和
は
作
れ
な

い
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
侵
略
戦

争
の
歴
史
を
反
省
し
、
米
国
の
イ

ラ
ク
戦
争
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵

攻
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

を
侵
略
戦
争
と
し
て
批
判
し
、
停

戦
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
侵
略
行

為
を
や
め
さ
せ
、
侵
略
し
た
領
土

を
も
と
に
戻
し
、
主
権
を
回
復
し

て
い
く
こ
と
が
、
真
の
平
和
構
築

だ
と
思
い
ま
す
。

次
回
で
は
、
そ
の
平
和
構
築
の

道
を
も
う
少
し
、
掘
り
下
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２０２３年 ９月１８日 年輪西京 第２３３号 JAPAN PENSIONERS'UNION（５）

今
、
平
和
と
民
主
主
義
を
考
え
る

第
九
回

澤

太
郎オ ミ ナ エ シ
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◎

日

本
は

神

国

、
日

本

人

は
優

れ

た

民

族
、

そ

の

頂
上

に

あ

ら
せ

ら

れ

る
天
皇

の
戦
争

は
聖

戦
で
あ

る
。

戦

争

で
は

神

風

が
吹

く

。

等
が

太

平

洋

戦
争

に

突

入
し

た

軍

部
・

神

道

関

係
者

に

よ

る
「

あ

お

り
」

で

し

た

。
こ

の

あ

お
り

は

自

国
の

支

配
者
の
意
志
で
も
あ
り

ま
す
。

一

方
「

台

湾

有
事

」

の

発
信

元

は

ア

メ
リ

カ

軍

部
。

こ

れ

を
米

政

界

も

口
に

し

、

安
倍

元

首

相
の

敵

基

地

・
中

枢

先

制
攻

撃

論

か
ら

、

岸

田

内
閣

に

よ

る
三

文

書

の
閣

議

決

定

に
よ

る

、

ロ
シ

ア

・

中
国

敵

視

の

明
文

化

、

軍
事

予

算

Ｇ
Ｄ

Ｐ

２
％
へ
の
増
額
等
、
日
本
が
完
全
・

忠

実

に
巻

き

込

ま
れ

て

い

ま
す

。

対

米

従
属

は

固

定
さ

れ

た

日
米

安

保

体

制
下

で

あ

れ
ば

こ

そ

の
出

来

事
で
す
。

◎

「

台
湾

有

事
」

の

意

味
す

る

と

こ

ろ

は
、

中

国
が

台

湾

を
武

力

攻

撃

し

、
そ

の

延
長

と

し

て
日

本

が

攻
撃
さ
れ
る
と
し
ま
す
。

こ

の

文
節

の

以
下

は

毎

日
新

聞

佐

藤

千

矢
子

論

説
委

員

の

七
月

二

八

日
付
け
記
事
に
よ
り
ま
す
。

シ

ン
ク

タ

ン
ク

「

日

本
戦

略

研

究

フ

ォ
ー

ラ

ム
」

が

主

催
し

、

東

京

市

ヶ
谷

ホ

テ
ル

で

「

中
国

が

台

湾

を

攻
撃

し

、
尖

閣

諸

島
に

偽

装

民

兵

を
上

陸

さ
せ

、

つ

い
に

は

九

州

と

南
西

諸

島
に

ミ

サ

イ
ル

攻

撃

を

行

う
」

と

い
う

シ

ナ

リ
オ

で

、

日

本

政
府

の

政
策

課

題

を
洗

い

直

す

と

い

う

シ

ミ

ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

（

模

擬
実

験

）
が

行

わ

れ
た

と

し

ま

す

。
昨

年

に
続

き

二

度
目

だ

が

シ
ナ

リ
オ

が
複
雑

に
な
っ

て
い

て
、

国

会

議
員

等

が
防

衛

大

臣
等

に

配

布
さ
れ
て
い
た
と
し
ま
す
。

◎

お
ど

し

は

、
通

常

、

闘
争

の

相

手

が
し

ま

す

。
し

か

し

、
台

湾

有

事

は
日

本

の

味
方

と

さ

れ
る

ア

メ

リ

カ
の

作

成

で
す

。

そ

し
て

お

ど

し
の

半
面
で

「
軍

事
費
を

増
や
せ
、

敵

基
地

攻

撃

基
地

を

作

り
、

部

隊

を

配
置

し

、

反
撃

ミ

サ

イ
ル

を

設

置
せ
よ
。
こ
ち
ら
の
言
い
値
で
売
っ

て

や
る

。

」

と
、

あ

お

り
を

具

体

化
し
て
い
ま
す
。

そ
の

指

図

通
り

に

対

応
し

た

岸

田

首
相

を

バ

イ
デ

ン

大

統
領

が

褒

め

、
岸

田

が

満
足

気

に

、
に

ん

ま

り

し
た

写

真

ま
で

報

道

さ
れ

て

い

る
の
が
近
日
の
出
来
事
で
す
。

◎

ウ
ク

ラ

イ

ナ
と

ロ

シ

ア
の

問

題

は

、
地

続

き

で
あ

り

、

赤
軍

を

創

設

し
た

ト

ロ

ツ
キ

ー

が

ウ
ク

ラ

イ

ナ

出
身

で

あ

る
等

、

共

に
ロ

シ

ア

革

命
の

舞

台

で
あ

り

、

複
数

の

民

族

が
共

住

す

る
等

、

浅

く
な

い

間

柄
で
あ
っ
た

が
、

今

日

で

は

、

国

と

国

と

が

武

力

衝

突

す

る

国

際

問

題

で

す

。

一

方

、

台

湾

は

中

国

の

一

部

で

あ

り
、

内

政

問
題

で

す

。
両

問

題

に

多
く

の

論

調
が

あ

り

ま
す

が

、

基

本
は

異

種

で
あ

る

た

め
、

ロ

シ

ア

の
ウ

ク

ラ

イ
ナ

侵

攻

に
、

台

湾

を

結
び

つ

け

る
主

張

に

は
多

く

の

識

者
が

疑

問

や
批

判

を

呈
し

て

い

ま

す
。

し

か

し
、

台

湾

有
事

を

あ

お

り
と
批

判
す

る
論
調

が
な
い

の
で
、

私
は

あ

え

て
、

あ

お

り
行

為

と

明

確
に
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

◎
最

後

に

毎
日

新

聞

吉
井

理

記

者

の
記
事
を
紹
介
。

「
台

湾

有

事
の

国

会

審
議

の

初

出

は
一

九

九

七
年

六

月

、
参

議

院

外

務

委

員

会

だ

。

そ

れ

か

ら

現

在

（
六

月

一

四
日

）

ま

で
に

五

六

八

回
使

わ

れ

た
が

、

そ

の
う

ち

一

九

四
回

を

今

国
会

が

占

め
、

ダ

ン

ト

ツ
で

あ

る

。
二

位

は

昨
年

の

通

常

国
会

の

一

五
二

回

」

と
明

ら

か

に

し

て

い

ま

す

。

記

事

の

最

後

は

「
中

国

の

軍
拡

は

脅

威
だ

。

楽

観

は
禁

物

だ

が
危

機

を

叫
ぶ

ほ

ど

無

制
限

に

増

幅
し

や

す

い
。

そ

の

裏

に
何

か

〝

思
惑

〟

が

潜
ん

で

い

な

い
か

留

意

し
た

い

」

と
結

ん

で

い

ま
す

。

私

は
こ

の

「

思
惑

」

の

神

髄
が

、

あ

お
り

そ

の

も
の

と

断

じ

ま
す
。

山
旅
五
十
年

忘
年
の
友
に
恵
ま
れ
て
（
二
）

夏
さ
か
ん
飯
豊
山
へ
の
深
き
谷

渓
の
三
ぼ
く
優
れ
て
映
え
る

※
リ

ー

ダ

ー
は

青

年

時
、

知

床
を

縦
走

さ

れ

た
山

の

会

の
Ｔ

さ

ん
。

人
格

者

で

す
。

登

山

口
は

祓

川
山

荘
。

カ

ツ

ラ
・

ト

チ

・
サ

ワ

グ
ル

ミ
が
渓
流
の
三
銘
木
。
巨
木
が
次
々

と
。

霧
の
中
練
り
歯
磨
き
を
咎
め
ら
れ

切
合
小
屋
の
同
宿
者

落
葉
の
香
り
が
こ
も
る
し
め
り
径

尾
根
径
と
別
の
や
す
ら
ぎ
あ
り

（
京
都
北
山
に
て

）

（６）

戦
争
に
〝
あ
お
り
〟
は
つ
き
も
の

大
前

健

そ
の
典
型
が
「
台
湾
有
事
」

絵 手紙 市 川 弘子

飯豊山

絵 手 紙 水 澤 博子
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前
回
ま
で
の
あ
ら
す
じ

憧
れ
て
い
た
銀
河
鉄
道
に
乗
る
こ
と

の
出
来
た
タ
ナ
カ
・
ト
シ
オ
は
汽
車
の

中
で
大
学
年
生
の
ハ
セ
ガ
ワ
・
リ
ヱ
に

出
合
い
友
達
に
な
る
。

第
四
話
で
は
、
ブ
ル
カ
ニ
ロ
博
士
が

ジ
ョ
バ
ン
ニ
を
紹
介
。
イ
タ
リ
ア
パ
ル

チ
ザ
ン
の
一
員
と
し
て
フ
ァ
シ
ス
ト
と

ナ
チ
ス
に
抵
抗
し
て
戦
死
し
た
話
し
、

ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
家
族
の
事
な
ど
を
聞
く
。

そ
し
て
リ
ヱ
は
生
物
学
者
に
、
ト
シ
オ

は
理
系
の
大
学
に
進
み
た
い
希
望
を
話

す
。

第
五
話

さ
そ
り
の
停
車
場

「
今
、
ト
シ
オ
の
話
を
聞
い
て
、
地

球
が
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
よ
く
わ
か
っ
た
よ
。
ト
シ
オ
は
こ
の

地
球
環
境
を
よ
く
す
る
た
め
に
研
究
者

に
な
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
リ
ヱ
も
、

生
物
学
者
と
し
て
、
生
き
物
た
ち
が
末

永
く
こ
の
地
球
で
生
き
て
行
け
る
よ
う

知
恵
を
出
し
て
、
人
類
の
責
任
を
果
た

し
て
く
れ
る
こ
と
を
お
願
い
す
る
」
と

ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
真
剣
に
訴
え
ま
し
た
。

さ
そ
り
座
の
赤
い
目
玉
が
、
ア
ン
タ

レ
ス
が
、
そ
れ
は
ル
ビ
ー
よ
り
も
赤
く
、

リ
チ
ウ
ム
よ
り
美
し
く
輝
い
て
い
ま
し

た
。
銀
河
鉄
道
は
サ
ソ
リ
の
停
車
場
に

停
車
。
目
指
す
南
十
字
駅
に
近
づ
い
て

い
ま
す
。

ブ
ル
カ
ニ
ロ
博
士
は
話
し
ま
す
。

「
ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
は
、
乱
暴
者
の
狩

人
オ
リ
オ
ン
を
殺
し
た
の
が
こ
の
サ
ソ

リ
で
、
以
来
オ
リ
オ
ン
は
サ
ソ
リ
を

恐
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る

の

だ

よ
。

夏

の
星

座

で

あ
る

「
さ
そ
り
座
」
が
地
平
線
か
ら
上
っ

て
く
る
と
「
オ
リ
オ
ン
座
」
が
沈
み
、

反
対
に
サ
ソ
リ
が
沈
む
と
オ
リ
オ
ン

が
上
っ
て
く
る
と
い
う
、
面
白
い
だ

ろ
う
。
二
つ
の
星
座
の
こ
と
を
上
手

く
表
わ
し
た
神
話
だ
ね
」

リ
ヱ
と
ト
シ
オ
は
黙
っ
て
は
博
士

の
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

赤
い
ア
ン
タ
レ
ス
の
煌
め
き
見
な

が
ら
、
リ
ヱ
が
永
い
話
し
を
始
め
ま

し
た
。

「
私
の
お
婆
さ
ん
の
お
母
さ
ん
は
、

島
崎
こ
ま
子
と
い
い
ま
す
。
こ
ま
子
は

長
野
県
の
木
曽
の
生
ま
れ
で
、
日
本
が

中
国
や
ア
ジ
ア
の
国
々
を
不
幸
に
陥
れ

た
時
代
。
京
都
で
戦
争
に
反
対
し
て
闘
っ

た
人
々
を
支
援
し
て
頑
張
っ
た
女
性
だ

と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
京
大
の

河
上
肇
先
生
の
弟
子
で
学
生
だ
っ
た
長

谷
川
博
と
結
婚
し
て
、
長
谷
川
こ
ま
子

と
な
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
夫
の
博

は
１
９
２
８
年
の
三
・
一
五
事
件
で
検

挙
、
投
獄
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ま
子
は
解

放
運
動
犠
牲
者
救
援
会
（
現
在
の
日
本

国
民
救
援
会
）
を
通
じ
て
救
援
活
動
に

奔
走
し
ま
し
た
。
１
９
２
９
年
に
は
夫

の
博
が
尊
敬
し
て
い
た
山
本
宣
治
が
右

翼
に
暗
殺
さ
れ
た
た
め
、
こ
ま
子
は
宣

治
の
葬
儀
に
参
列
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
、
こ
ま
子
は
、
も
っ
と
有
名
な
人
な

ん
で
す
。
文
豪
、
島
崎
藤
村
の
姪
で
、

若
い
頃
、
藤
村
と
恋
愛
関
係
に
お
ち
い

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
藤
村
の

告
白
文
学
〝
新
生
〟
で
実
っ
た
の
で
す
。

ト
シ
オ
は
藤
村
の
〝
新
生
〟
知
っ
て
い

る
」ぼ

く
は
文
学
は
苦
手
だ
よ
と
、
ト
シ

オ
。リ

ヱ
は
、
こ
ま
子
の
事
を
語
り
終
え

て
「
私
は
自
分
の
出
来
る
こ
と
で
、
人

間
を
含
む
生
き
物
た
ち
が
幸
せ
に
生
き

て
行
け
る
こ
の
地
球
と
、
自
然
を
守
る

た
め
に
努
力
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

と
結
ん
だ
。

「
こ
の
銀
河
鉄
道
の
乗
客
に
な
っ
た

と
い
う
事
は
、
〝
こ
の
世
の
み
ん
な
が

幸
せ
に
生
き
て
い
る
〟
と
い
う
崇
高
な

役
割
を
引
き
受
け
る
と
い
う
こ
と
な
ん

だ
よ
」
と
ブ
ル
カ
ニ
ロ
博
士
が
い
い
ま

し
た
。

第
五
話

終
わ
り

作
・
・

T

.H

.O
h
as
h
i

（７）

遙
か
な
る
銀
河
鉄
道

第
五
話

さ
そ
り
の
停
車
場

各種署名集約状況
〇敬老乗車証３倍化中止請願書・７４筆

〇消費税インボイス制度実施中止緊急要請書 １５筆

〇年金裁判、私たちは大法廷で審理を求めます・６２筆

〇コロナ下での命と暮らしを守る署名・３５６筆

〇最低賃金を時給１５００円に（新署名）・６０筆

〇物価高に見合う年金引き上げ署名・４３筆

〇辺野古新基地建設工事の中止を求める署名・１５１筆

〇憲法に照らして「年金減額」の被害と生活実態を直視した

判決を求める署名 １０１筆

〇敬老乗車証の２０２３年１０月更新にあたって本人負担

３倍化は中止することを求める陳情書・４６筆

〇難聴者の補聴器購入に係る公的補助を求めます・６３筆

〇現行の健康保険証を残してください・５筆

〇洛西ニュータウンに「総合病院」の存続を・３筆

〇2022年度年金裁判カンパ・45,90 4円/目標85,500円

福山和人弁護士 京都市長選出馬 記者会見

今度こそ、京都市長に押し上げましょう！
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８
月
の
例
会
は
、
大
津
市
の
湖
南
ア

ル
プ
ス
の
堂
山
。
６
月
に
雨
で
中
止

に
な
り
、
今
回
は
そ
の
リ
ベ
ン
ジ
で

す
。
８
月
９
日
９
時
、
小
雨
の
中
を

大
橋
カ
ー
で
境
谷
大
橋
を
出
発
。
途

中
名
神
高
速
道
で
は
激
し
い
雨
に
。

し
か
し
、
天
気
予
報
で
は
一
日
曇
り

で

15
時
に
晴
れ
マ
ー
ク
が
出
て
い
ま

し
た
。
予
報
を
信
じ
て
強
行
す
る
こ

と
に
。

堂
山
は
人
気
の
山
で
ア
ル
プ
ス
登

山
口
か
ら
の
周
回
コ
ー
ス
が
定
番
で

す
が
、
今
回
は
迎
不
動
堰
堤
近
く
ま

で
車
で
上
が
っ
て
、
鎧
ダ
ム
経
由
の

堂
山
往
復
の
コ
ー
ス
を
取
り
ま
し
た
。

堂
山
は
花
崗
岩
の
砂
山
で
明
治
時

代
に
オ
ラ
ン
ダ
の
技
術
者
集
団
が
石

積
み
の
ダ
ム
を
つ
く
っ
て
砂
の
流
出

を
防
い
だ
（
大
野
さ
ん
情
報
）
と
か
。

小
雨
の
中
、
迎
不
動
か
ら
沢
沿
い

の
コ
ー
ス
を
何
度
も
渡
渉
を
繰
り
返

し
な
が
ら
、
約

1
時
間
で
鎧
ダ
ム
に

到
着
、
こ
こ
で
記
念
写
真
。
少
し
登
っ

て
鎧
ダ
ム
が
せ
き
止
め
た
広
々
と
し

た
砂
地
に
到
着
。
こ
こ
で
早
め
の
昼

食
。
お
菓
子
の
交
換
、
コ
ー
ヒ
ー
ブ

レ
イ
ク
の
あ
と
、
い
ざ
堂
山
へ
。

そ
こ
か
ら
砂
地
と
岩
の
本
格
的
な

登
山
コ
ー
ス
に
入
り
ま
し
た
。
コ
ー

ス
に
は
、
ウ
ラ
ジ
ロ
の
群
生
地
が
あ

り
、
砂
地
で
は
ア
カ
マ
ツ
の
低
木
が

点
在
し
、
ク
マ
ザ
サ
の
若
葉
も
目
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
小
雨
は

降
っ
た
り
や
ん
だ
り
で
し
た
が
ほ
と

ん
ど
苦
に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り

砂
地
で
滑
ら
な
い
よ
う
に
歩
く
こ
と

に
神
経
を
集
中
さ
せ
ま
し
た
。

堂
山
の
頂
上
付
近
に
は
三
つ
の
ピ
ー

ク
が
あ
り
、
大
き
な
岩
が
重
な
る
難

路
を
設
置
の
ロ
ー
プ
な
ど
も
使
い
な

が
ら
登
り
ま
し
た
。
一
人
は
大
事
を

と
っ
て
二
つ
目
の
ピ
ー
ク
に
残
り
、

あ
と
の
メ
ン
バ
ー
で
よ
う
や
く
三
等

三
角
点
（
３
８
４
米
）
の
あ
る
頂
上

に
到
着
（

13
時
半
）
。
雨
は
止
み
、

気
温
も
上
昇
。
頂
上
と
二
つ
目
の
ピ
ー

ク
の
間
で
声
を
掛
け
合
い
、
手
を
振
っ

て
登
頂
を
確
認
後
、
ゆ
っ
く
り
と
下

山
す
る
こ
と
に
。

鎧
ダ
ム
の
砂
地
の
広
場
に
戻
っ
た

の
が
ち
ょ
う
ど

15
時
。
予
報
通
り
の

晴
れ
間
と
な
り
ま
し
た
。
堂
山
は
低

い
の
で
す
が
、
な
か
な
か
歩
き
ご
た

え
の
あ
る
い
い
山
で
し
た
。

登
り

2
時
間
半
、
下
り

2
時
間
弱
。

往
復

4
時
間
を
超
え
る
山
歩
き
は
久

し
ぶ
り
、
「
疲
れ
た
！
」
「
岩
登
り

の
基
本
を
教
わ
っ
た
」
の
声
も
。
参

加
者
は
、
増
田
、
大
橋
、
河
合
、
新

宮
の

4
名
。
（
新
宮
峰
男
）

（８）

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
紀
行
（
８
月
９
日
）

第
９
４
回
例
会

湖
南
ア
ル
プ
ス
の
堂
山

迎不動堰堤の上部にて

鎧ダムの上にて

ヨハニス・デ・レーケの作った鎧ダム

鎧ダムに溜まった砂原

堂山の三つのピーク

堂山三角点ピーク ウラジロの森
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ぼ

く
の

お

じ
い

ち

ゃ

ん
は

洛

西

ニ

ュ

ー
タ

ウ

ン
に

沢

山

の
お

友

達

が

い

は
り

ま

す
。

毎

週

土
曜

日

の

朝

、

新
林

の

方
の

お

友

達
と

新

林

セ

ン

タ
ー

前

か
ら

大

原

野
神

社

ま

で

散

歩
に

行

か
は

り

ま

す
。

敬

老

乗

車

証

を

使

っ

て

松

尾

か

ら

の

こ

の
こ

と

。
そ

し

て

〝
今

日

も

・

・

・

・

山

が

き
れ

い

や
っ

た

〟

と
楽

し

そ

う
に
帰
っ
て
来

ま
す
。

お

じ
い

ち

ゃ
ん

の

話

で
は

、

洛

西

ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン

が
出
来

た
時
は
、

街
中
か
ら
ボ
ク
と
こ
の
辺
り
を
通
っ

て

、

ニ
ュ

ー

タ
ウ

ン

ま

で
地

下

鉄

が

行

く
こ

と

に
な

っ

て

た
と

か

。

そ

れ

は
な

く

、
一

番

バ

ス
も

遅

い

為

、

夏
の

早

い
時

間

の

散
歩

は

車

で

行

か
は

り

ま
す

。

〝

車
ど

こ

に

留

め

る
の

〟

と
聞

い

た

ら
、

新

林

セ

ン

タ
ー

は

無
く

な

り

、
そ

の

駐

車

場

だ
け

は

残
っ

て

い

る
ん

や

、

そ

こ

に
留

め

ん
の

や

と

言
う

て

は

る

。

そ
ん

な

ん
買

い

物

セ
ン

タ

ー

無

く

な
っ

た

ら
、

そ

の

辺
り

の

人

ど

な
い
し

は
る
ん

や
ろ
思

う
ね
ん
、

住

む

の
ん

イ

ヤ
に

な

る

の
と

違

う

や
ろ
か
。

お

じ
い

ち

ゃ
ん

に

聞

い
た

ら

、

洛

西

ニ
ュ

ー

タ
ウ

ン

は

五
十

年

程

前

、

ふ

く
ら

む

京
都

市

の
人

口

対

策

と

し

て
三

万

人
規

模

の
街

づ

く

り

を

し

は
っ

た

ん
や

て

。
何

と

か

ピ

ー

ク

で
は

そ

れ
に

近

く
ま

で

発

展

し

た

が
、

約

束
の

地

下
鉄

は

来

や

へ

ん

、
市

営

住
宅

・

公
団

住

宅

も

老

朽

し
て

、

パ
パ

や

マ
マ

の

世

代

に

人

達
も

隣

り
街

に

比
べ

て

子

育

て

も

し
に

く

く
、

ど

ん
ど

ん

離

れ

て

い

か
は

っ

た
ん

や

て
。

今

で

は

二

万

人
ま

で

減
っ

て

、
買

い

物

セ

ン

タ

ー
は

勿

論
、

大

病
院

ま

で

無

く
な
る

ん
や
て

。
心
配

や
な
あ
。

お

じ

い
ち

ゃ

ん
も

心

配
し

て

京

都

市

の

開
い

た

タ
ウ

ン

ミ
ー

テ

ィ

ン

グ

と

か
に

行

っ
た

ん

や
て

。

ぼ

く

ら

の

ホ
ー

ム

ル
ー

ム

み
た

い

な

も

ん

か

な
。

今

後
ど

う

す
る

か

や

て

。

み

ん
な

は

交
通

が

不
便

や

、

基

幹

に

な
る

電

車
が

ほ

し
い

、

そ

れ

が

先

や
。

空

い
て

い

る
市

営

住

宅

や

公

団
住

宅

の
リ

ノ

ベ
ー

シ

ョ

ン

も

し

て
。

パ

パ
や

マ

マ
の

世

代

と

お

じ

い
ち

ゃ

ん
、

お

ば
あ

ち

ゃ

ん
ら
と
の
お
し
ゃ
べ
り
の
場
も
作
っ

て

と

。

そ
や

の

に
先

生

役
の

市

の

方

が

商

業
施

設

や
住

居

に
高

さ

規

制

や

い

ろ
ん

な

規
制

が

あ
る

か

ら

や

。

そ

う
い

っ

た
規

制

を
取

り

除

く
と

い

う
こ

と

で
し

ま

い

や
て

。

交
通

問

題
の

充

実
は

、

い

ず
れ

そ

の
内

に

や
て

。

そ
ん

な

ん

さ
か

さ

ま
と
違
う
か
と
思
う
や
ろ
。

ぼ
く
思
う
ね
ん
、
新
林
セ
ン
タ
ー

が
建

て

ら
れ

た

時
は

全

体

で
三

万

人
ほ

ど

の
人

が

住
ん

で

は

っ
た

ん

や
ろ

。

潰
れ

た

の
は

規

模

が
小

さ

く
て

必

要
に

た

え
ら

れ

へ

ん
か

ら

潰
れ

た

ん
か

、

違
う

や

ろ

。
病

院

が
の
い

て
行
く

の
は
規

制
が
あ

り
、

広
げ

ら

れ
ん

、

手
狭

や

か

ら
退

い

て
行

か

は
ん

に

ゃ
ろ

か

、

違
う

と

思
う

ね

ん
。

聞

い
た

ら

働

く
場

所

が
無

い

さ
け

、

若
い

人

が

来
は

ら

へ
ん

か

ら
や

、

そ
や

か

ら

規
制

緩

和
や
て
。

ぼ

く

ら
学

校

で
社

会

や

歴
史

を

習
て

る

や
ん

、

そ
れ

は

そ

の
歴

史

か
ら

教

え
ら

れ

学
び

、

そ

の
上

で

こ
れ

か

ら
を

考

え
る

為

に

勉
強

し

た
ん

や

ろ
。

洛

西
ニ

ュ

ー

タ
ウ

ン

の
歴

史

は
緑

豊

か
な

ベ

ッ

ド
タ

ウ

ン
と

し

て
、

さ

れ
た

も

ん

や
ろ

。

そ
こ

に

住
む

人

が
三

万

人

に
な

っ

た
、

そ

こ
で

全

て
働

け

る

よ
う

な

街
と

は

、
ど

ん

な
街

に

し

よ
う

と

言
は
ん
に
ゃ
ろ
か
。

規

制

緩
和

し

て
民

間

の

力
で

お

役
人

や

、

偉
い

先

生
ら

は

言
は

る

け
ど

、

皆

の
話

を

聞
き

流

し
、

自

分
ら
の

意
見
を

押
し
付

け
る
の

は
、

ぼ
く

ら

の

習
っ

た

道
徳

の

授
業

に

は
あ
ら
へ
ん
。
勿
論
ぼ
く
ら
の
ホ
ー

ム
ル

ー

ム

と
は

全

然
違

う

。
ぼ

く

ら
は

手

話

を
習

っ

て
い

る

。
お

じ

い
ち

ゃ

ん

ら
が

経

験
し

た

戦
争

の

こ
と

も

。

そ
の

悲

惨
な

歴

史
を

大

人
た

ち

は

無
か

っ

た
か

の

よ
う

に

忘
れ
よ

う
と
し
て
は

る
。
イ
ヤ

や
。

も
う
。

ぼ

く

は

、
早

く

目
が

さ

め
た

時

は
お

じ

い

ち
ゃ

ん

の
桂

川

さ
ん

ぽ

に
つ

い

て

行
く

ね

ん
。

堤

防
に

上

る
と

東

を

見
る

。

東
山

三

十
六

峰

の
山

々

が

く
っ

き

り
見

え

る
。

川

向
こ

う

の

梅
津

地

区
に

十

数
棟

の

マ
ン

シ

ョ

ン
群

が

あ
る

。

ほ
と

ん

ど
は

五

階

建
て

だ

が
四

棟

の
十

二

階
建

て

が

あ
る

ね

ん
。

そ

れ
が

山

並
み

を

隠

し
、

大

文
字

の

時
は

そ

の
火
ま
で
隠
す
ね
ん
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
は

あ

の

四
棟

が

無
か

っ

た
ら

な

あ
と

い

つ

も
言

は

る
。

ぼ

く
も

そ

う
思

う

ね

ん
。

一

旦
、

文

化
や

景

観
を
壊
し
た
ら
元
に
は
戻
ら
へ

ん
。

こ
ん

な

規

制
緩

和

で
、

あ

の
美

し

い
景

観

と

緑
豊

か

な
洛

西

ニ
ュ

ー

タ
ウ
ン
を
壊
し
て
ほ
し
く
な
い
。

ぼ

く

が

五
年

生

に
な

る

来
年

、

市

長
さ

ん

の
選

挙

が
あ

る

。

ぼ
く

ら

の
ホ

ー

ム
ル

ー

ム
み

た

い

に
皆

ん

な
意

見

を
よ

く

聞
い

て

話

し
を

進

め
、

お

じ
い

ち

ゃ
ん

の

好

き
な

洛

西
ニ

ュ

ー
タ

ウ

ン
に

し

て

く
れ

る

人
を

選

ん
で

ほ

し
い

な

あ

と
思

う
ね
ん
。
（
田
中
康
晴
）

（９）

綴
り
方
教
室

そ
の
三
十
七
〝

孫
の
つ
ぶ
や
き
）
″
康
ぼ
ん

絵 手紙 阿部 泉 絵 手紙 水 澤 正樹



一
、
「
い
ら
な
い
政
党
」
維
新

の
発
言
に
一
言

ど
の
様
な
発
言
に
も
「
だ
ま

れ
！
」
と
言
う
事
勿
れ
。
我
が

身
に
ブ
ー
メ
ラ
ン
す
る
の
だ
か

ら
。

二
、
「
無
関
心
」
に
も
一
言
。

『
沈
黙
も
又
加
担
』
櫛
田
ふ
き

さ
ん
の
言
葉
よ
り
。

三
、
岸
田
文
雄
氏
へ
一
言
。

あ
な
た
は
耳
は
聞
こ
え
ず
、

目
も
見
え
ず
、
言
葉
も
不
自
由

の
三
重
苦
で
す
か
？
さ
ぞ
不
自

由
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
障
害
者
の
為
に
、
不

自
由
な
者
が
暮
ら
し
や
す
い
社

会
に
な
る
為
に
先
頭
に
立
っ
て

く
だ
さ
い
。

年
齢
的
に
こ
れ
が
最
後
か
、

と
一
念
発
起
し
て
未
登
頂
の
愛

媛
石
鎚
山
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

往
復
の
Ｊ
Ｒ
は
青
春
切
符
を
使

用
（
片
道
6
時
間
半
）
し
、
伊

予
西
条
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
に

前
後
泊
。
朝
7
時
45
分
西
条
駅

発
の
バ
ス
（
一
時
間
弱
）
で
石

鎚
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
乗
り
場
へ
。

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
終
点
山
頂

成
就
駅
は
、
標
高
１
２
８
２m

。

そ
こ
か
ら
山
頂
（
１
９

８
２m

）
ま
で

標
高
差

７
０
０m

を
3

時
間
半

（
コ
ー
ス
タ
イ
ム
は
3

時
間
10
分
）
か
け
て
登

り
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
の

は
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、

暑
さ
と
何
度
も
現
れ
る

木
の
階
段
と
格
闘
し
な

が
ら
、
四
か
所
の
鎖
場
は
す
べ

て
迂
回
し
、
よ
う
や
く
頂
上
に

た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
頂
上
か

ら
は
３
６
０
度
、
四
国
の
山
々

が
見
渡
せ
、
素
晴
ら
し
い
眺
望

を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
来
て
よ
か
っ
た
。

膝
が
ダ
メ
に
な
る
前
に
。
下

山
後
は
温
泉
に
つ
か
り
、
普
段

飲
ま
な
い
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
の

で
す
が
、
う
ま
か
っ
た
こ
と
、

全
身
の
疲
労
感
の
中
に
生
き
る

幸
せ
を
感
じ
た
思
い
出
の
山
行

と
な
り
ま
し
た
。
（
完
）

JAPAN PENSIONERS'UNION 年輪西京 第２３３号 ２０２３年９月１８日 （１０）

読
者
の
広
場

西京支部 当面の日程
９/１８（月）13:30～第6回支部委員会
９/１８（月）13:30～補聴器学習会

ラボール京都にて
９/２５（月）13:30～ ９月お誕生会

ほっこりサロン
16:00～桂西口駅前宣伝

１０/２（月）10:30～女性の会役員会
13:30～第7回支部委員会

ほっこりサロン
１０/４（水）13:00～ 滋賀県草津市

近畿ブロック女性のつどい

１０/８（日）傘寿を祝うつどい
10:30～樫原公会堂

１０/１３（金）11:00～年金支給日宣伝
四条烏丸

１０/１６（月）13:30～第8回支部委員会
１０/１９（木）18:30～１９行動

市役所前集会後、デモ

１０/２１（土）11:00～弘法宣伝 東寺
１０/２５～２６ 近畿ブロック役員交流会

神戸にて
１１/３（金）13:30～憲法集会 円山音楽堂
１１/６（月）10:30～女性の会役員会

13:30～第7回支部委員会
ほっこりサロン

１１/１１（土）13:30～京都年金一揆
アスニー

一
言

野
原
み
か

「お助けし隊」をご利用ください

昨年度からスタートした「お助けし隊」は、

以下の項目のお手伝いをします。

お助け項目

○庭の草引き・掃除

○部屋の掃除・片付け

○ゴミ出し

○布団干し

○不用品整理・廃棄処分

○電球・蛍光灯などの交換、

○パソコンやスマホ操作の手伝い

○買い物代行

○役所手続きの手伝い

○話し相手

○機器（物による）の修繕

○車での移送

（通院・買い物・墓まいり・役所手続き等）

その他ご相談ください。

※お互い気兼ねなく頼み頼まれるため に少額の謝礼

（１時間につき４００円～）と実費（交通費等）をいた

だきます。なお対応は原則２人で行います。

連絡先

藤原克東（樫原391-0781）

田中康晴（松尾391-0852）

大橋歳彦（福西331-3273）

市川弘子（桂川392-3717）

河合正臣（新林331-4479）

新宮峰男（境谷754-6471）

青
春
切
符
で
愛
媛

「
石
鎚
山
」
へ
！

新
宮
峰
男

石鎚山 弥山頂上にて

石鎚山 弥山から天狗岳を望む



２０２３年 ９月１８日 年輪西京 第２３３号 JAPAN PENSIONERS'UNION（１１）

雑
詠
二
首

田
中
康
晴
（
松
尾
）

桂
川
掘
削
工
事
の
ダ
ン
プ
カ
ー
二
十
数
台

行
き
交
う
轟
き
朝
の
し
じ
ま
に

こ
ん
に
ち
わ
数
歩
途
中
の
挨
拶
も

夕
立
の
あ
と
少
し
さ
わ
や
か

俳
句
三
句

野
原
み
か

道
温
し
打
ち
水
む
な
し
み
み
ず
干
し

蒸
し
暑
し
団
扇
の
風
に
じ
わ
り
汗

ブ
ロ
ー
チ
の
よ
う
白
い
帽
子
に
秋
あ
か
ね

俳
句
三
句

山
本
拓
治
（
上
里
）

ひ
ぐ
ら
し
に
合
せ
鳴
く
な
り
つ
く
し
ぜ
み

ひ
ぐ
ら
し
や
卒
塔
婆
建
ち
て
妻
眠
る

つ
く
し
ぜ
み
鳴
き
て
迎
ふ
る
妻
の
墓

遺
詠
四
首

山
本
三
枝
子
（
上
里
）

送
り
火
に
祈
り
こ
め
来
し
七
十
年

点
ら
ざ
り
に
し
戦
中
も
あ
り
き

湯
上
り
の
シ
ャ
ボ
ン
の
香
り
浴
衣
着
て

送
り
火
を
眺
め
し
遠
き
か
の
夏

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
友
を
訪
ね
し
去
年
の
こ
と

こ

ぞ

病
床
に
あ
り
て
寂
し
く
語
る

息
絶
え
し
白
き
腕
に
花
の
影

か
い
な

夕
陽
は
淡
く
照
ら
し
て
お
り
ぬ

川
柳
の
会

今
月
の
題
「
月
見
」

お
月
見
よ
心
の
癒
や
し
夢
路
追
う

（
一
美
）

お
月
見
は
淋
し
く
見
え
て
も
心
の
華
（
一
美
）

お
月
見
は
心
の
華
よ
旅
急
ぐ

（
一
美
）

月
を
観
て
ま
っ
た
り
で
き
る
お
年
頃
（
白
夜
）

十
五
夜
に
団
子
供
え
て
月
を
待
つ

（
白
夜
）

満
月
を
見
る
た
び
か
え
る
童
心
に

（
白
夜
）

月
を
見
に
夜
に
山
行
団
子
あ
る
？
（
美
夜
生
）

月
見
と
れ
何
に
も
な
い
が
蹴
躓
く
（
美
夜
生
）

け
つ
ま
づ

秋
の
夜
に
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
も
月
見
し
た
？
（
美
夜
生
）

自
由
題

や
っ
て
来
た
老
後
の
備
え
夢
路
追
う
（
一
美
）

夢
路
追
う
最
後
の
ル
ン
バ
旅
急
ぐ

（
一
美
）

※
ル
ン
バ＝

お
楽
し
み

身
の
支
え
湯
舟
温
も
り
幸
せ
よ

（
一
美
）

Ａ
Ｉ
に
負
け
て
た
ま
る
か
年
の
功

（
一
美
）

赤
と
ん
ぼ
今
年
は
遅
め
に
出
て
お
い
で
（
白
夜
）

炎
天
下
キ
ャ
ン
デ
ィ
の
よ
う
な
百
日
紅
（
白
夜
）

さ

る

す

べ
り

熱
が
出
た
コ
ロ
ナ
疑
う
夏
の
風
邪

（
美
夜
生
）

子
ど
も
置
き
忘
れ
る
な
ん
て
あ
り
え
へ
ん
！
（
美
夜
生
）

プ
ー
チ
ン
に
盾
を
つ
い
た
ら
命
な
い
（
美
夜
生
）

読
者
文
芸

京
の
風
景

９
月

梨
木
神
社
の
萩

山

田

喜

彦

万
葉
の
秋
の
歌

風
に
秋
の
訪
れ
を
感
じ
た
と
詠
ん
だ
歌
と
し
て
、
額

田
王
と
次
の
鏡
王
女
の
歌
が
あ
ま
り
に
も
有
名
で
す
。

君
待
つ
と
我
が
恋
ひ
居
れ
ば
我
が
宿
の

簾
動
か
し
秋
の
風
吹
く
（
488
）

す
だ
れ

【
訳
】
君
（
あ
な
た
）
を
待
っ
て
恋
し
く
思
っ
て
い
る

と
、
我
が
家
の
す
だ
れ
を
動
か
し
て
秋
風
が
音
を
立
て

て
い
る
わ
。

風
を
だ
に
恋
ふ
る
は
と
も
し
風
を
だ
に

来
む
と
し
待
た
ば
何
か
嘆
か
む
（
489
）

【
訳
】
風
が
吹
い
た
だ
け
で
も
恋
で
き
る
の
は
羨
ま
し

い
こ
と
で
す
。

風
が
吹
い
た
こ
と
で
愛
し
い
人
が
来

た
の
か
も
と
期
待
し
て
待
っ
て
い
ら
れ
る
な
ら
何
を
嘆

き
ま
し
ょ
う
。

（
愛
し
い
人
が
け
っ
し
て
来
な
い
と

分
か
っ
て
い
る
私
に
は
風
が
簾
を
動
か
し
て
も
何
の
感

慨
す
ら
も
湧
か
な
い
の
で
す
か
ら…

）
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初心者の英会話
英会話は、『新しい講師と楽しいクラス』

講師：吉村 燎子さん（元アメリカ在住）

日時：１０月１０日（火）２４日（火）

（毎月第２・４火曜日１４：００～１５：３０）
月謝：１０００円

会場：小島郁子さん宅

連絡先：小島郁子さん ＴＥＬ０９０－７０９７－３９４６

ニットカフェ「マイムマイム」
～編みたい物を持ち込んで編んで、

喋って、お茶する会です～

日時：１０月１７日（火）１０：００～１２：００

（毎月第３火曜日が定例です）

費用：４００円

会場:伊藤敬子さん宅（バス停 東桂坂付近）

連絡先:伊藤敬子さん ＴＥＬ：０７５－２０４－７６３１

釣り同好会

釣りの希望があれば、藤原まで連絡し
てください。日時、対象漁を相談し釣

行します。

連絡先：藤原克東さん
ＴＥＬ：０７５－３９１－０７８１
携帯 ０９０－７３４４－９３３４

お茶の会
一緒に初歩のお茶を楽しみましょう

日時：１０月１８日（水）１３：００～１５：００

（毎月第３水曜日が定例です）

内容：裏千家茶道お稽古、濃茶と薄茶、お菓子

費用：１０００円

会場：小島郁子さん宅（桂坂）

連絡先：小島郁子さん ＴＥＬ：０９０－７０９７－３９４６

絵手紙教室
サークル員募集中 初心の方に丁寧に指導！

日時：１０月６日（金）１３：３０～１５：３０

場所：西京区役所小会議室

講師代：１回１人５００円

指 導： 清 原 巳 治 先 生
連絡先：市川弘子さん

ＴＥＬ/ＦＡＸ：０７５－３９２-３７ １７

日ごろの生活を５・７・５に託す

川柳の会
日時：１０月３日（火）１３：３０～

場所：西京区役所会議室

お題：お題「柿」です。

連絡先：井上美智子さんに電話ください。

作品、ＦＡＸしてください

ＴＥＬ/ＦＡＸ：０７５－９６３-６３９３

－ふるさとのうた・こころのうた－

民謡の会『華』

日時：１０月 ５日（木）１９日（木）

（毎月第１・３木曜日１３：３０～）

会場：福西会館第２会議室

会費：２０００円

新会員募集中

指導：伊藤 隆先生・手塚勝子先生

連絡先：山田政広さん ＴＥＬ/ＦＡＸ：０７５－３３２－００１６

万 葉 の 会
「万葉集」を読み、学び、そしてそれぞれ思いを語り

合う、ロマンチックでにぎやかな会です。

日時：１０月の例会の日時は未定。
参加希望の方は黒住ひかるさんにご連絡を。

会場：清水さん宅（桂坂）又は絹田さん宅（嵐山東）

指導： 黒住嘉輝さん 会費 ： 月８００円

連絡先：黒住ひかるさん ＴＥＬ：０７５－３３１-９３２６

ダンスサークル・フレンド
毎水曜日 中級Ａクラス １４時～１４時５５分

中級Ｂクラス １５時～１５時５５分

専 科 １６時～１６時５５分

毎金曜日 初級クラス １０時～１０時５５分

会費：２４００円＋１００円（保険代）＝２５００円

会場：中京区因幡町１１２‐４ 盟親会議室１Ｆ
指導：竹中貴一・上山範子先生

連絡先：吉田昭一さん ＴＥＬ：０７５－８２１－４５００

携帯：０９０－０７３５－９６１０

年輪西京編集部から投稿のお願い

組合員のみなさん、年輪西京に投稿してください。

コロナ禍で、楽しい行事も出来ず。家で過ごす時間が

多くなっていると思います。皆さんの長い人生の中で、

苦しかった事、楽しかった事、知ってもらいたい事、面

白いお話など、色々あると思います。どしどし投稿して

ください。年輪西京で交流しましょう。

短歌・俳句・川柳・詩・エッセイなどの文芸作品。

ジャンルを問わず、論文・論考類なども歓迎です。

絵画・書・工芸・写真などの作品は写真で送ってくだ

さい。内容に制限はありません。当月掲載の締切は第１土

曜日です。遅れると翌月の掲載の掲載になります。

ＦＡＸ・郵送・Ｅメール又は、お近くの支部役員迄。

直接の送り先は：編集部 大橋歳彦まで

〒 ６１０－１１１２ 西京区大枝北福西町４丁目１－３－１０６

TEL/FAX： 075-331-3273

Ｅ-mail：p i k u z 2 8 8 @ y b b . n e . j p

西京支部 ハイキングクラブ

第９６回例会 鈴鹿のマッターホルン

鎌ヶ岳（1161ｍ）

日時：１０月１１日（水）（定例第２水曜日）

集 合 ： ８；００ 境谷大橋西のローソン

行 程：洛西＝新名神土山IC－武平峠－鎌ヶ岳（往復）
マイカーでいきます

参加希望者は事前に大橋まで、ご連絡ください。

携帯：０９０－５０５２－９２３９ FAX：０７５－３３１－３２７３


